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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　４月　２４日（月）

司会　島守　広恵　　記録　村越　順子　

	阿　部
	スバベイ
	西　山
	沢　田
	岩　藤
	藤　原

（英）
	滝　田
	工　藤
	島　守
	荒木田

	欠勤
	欠勤
	準夜
	公休
	公休
	欠勤
	深夜
	○
	○
	○

	紫　波
	白　山
	柳　澤
	川　井
	木　村
	加　藤
	小　舘
	熊　野
	久　保
	村　越

	○
	公休
	公休
	○
	○
	深夜
	○
	公休
	学校
	○

	番　地
	下　平
	
	
	
	
	
	
	
	

	研修
	○
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 稲垣　恵利子様～風邪症状について、本人より「良くなった。」と話され、臨時薬

止めとなっています。

· 江刺家　恵子様～臨時薬継続で３日分処方となっています。風邪症状の観察をして

いきましょう。

· 伊藤　雄一様～シンラック１本処方となっています。排便状態の有無について観察

していきましょう。

· 上村　みわ様～アフタゾロン処方となっています。1日3回、直接、入れ歯の裏に　　　

塗布して下さい。薬はこちらで預かり、シンラックの箱の中にあります。

· 佐々木　淳様～両下肢の水疱の処置は、ガーゼではなく、ラップ保護でお願いしま

す。

· ４月２４日（月）・２５日（火）のお花見会は雨天の為、５月１日（月）２日（火

）に変更になっています。担当に付いたスタッフは宜しくお願いします。

· 平　京子様～４月２３日（日）眼鏡受け取りの為、スタッフ付き添いのもと玉屋

へ外出されています。

· 五日市　公様～証明写真を撮りに行かれ、履歴書作成しています。本人より「布団が欲しい。」とおっしゃられ、お兄様に連絡した所、外出される事になりました。日時は検討中です。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

· 佐々木　淳様～計算ドリルを行っています。立ち上がり目立っていますが、ドリル


はしっかりと出来ている様です。時折、居眠り見られる事があるの


で、今後も取り組みについて注目していきましょう。

· 中野渡　鉄男様～以前はぬり絵を行っていましたが、買物時の計算が上手く出来な


い為、計算ドリルを導入し、本人も「やりたい。」と意欲的に行


っています。しかし数字が理解出来ず、スタッフと一緒に確認し


ながら行っても、簡単な計算も理解するのが難しい様です。計算


は、援助で買物が出来る程度で良いのでは・・・。と考えていま


す。本人の意思に任せて、負担が掛からない様にし、出来たら評


価していく様に介入していきます。

· 船場　幸子様～独語聞かれる事無く、集中してぬり絵行う事出来ています。スタッ


フの声掛けには笑顔で答えていますが、他患者様との交流は見られ


ず、黙々と行っています。作業中、「自分の部屋が男性の近くだか


ら不安だ。」とおっしゃられていたようです。今後、同じ病棟の仲


がいい方と一緒のテーブルで、名前を覚えながら交流を持てる機会


を作っていく様に介入していきます。

＜週間予定＞

・２６日（水）～５月２日：お花見会

・２６日（水）：
皮膚科（北・西病棟）

· ２４日（月）～２６日（水）：夜間救急当番日

生活保護について
	生活保護法

	第１条
	· 国家責任

◇　最低生活保障
	日本国憲法第２５条に規定する理念に基づき、国が生活に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長することを目的とする。

	第４条
	· 保護の補足性
	○保護は、生活に困窮するものが、その利用し得る資産、能力その他あらゆるものを、その最低限度の生活の維持のために活用することを要件として行われる

○民法に定める扶養義務者の扶養及び他の法律に定める扶助は、すべてこの法律による保護に優先して行われる《他法他施策優先》
※急迫した事由がある場合に、必要な保護を妨げるものではない

	第７条
	· 申請保護
	保護は、要保護者、その扶養義務者またはその他の同居の親族の申請に基づいて開始するものとする。

	第10条
	· 世帯単位
	保護は､世帯を単位としてその要否及び程度を定めるものとする。ただし、これによりがたいときは、個人を単位として定めることができる→(世帯分離)


· 保護の対象としては、①日本国民であり②生活に困窮しており③第４条の「保護の補足性」の要件を満たしていることである。

· 生活に困窮する在日外国人（日本国籍を有しない）については、人道上の配慮から、生活保護法の準則が示されている。

	
	支給方法
	保護の種類およびその内容

	生活扶助
	金銭
	· 衣食その他日常生活の需要を満たすために必要なのもの

· 移送(施設などへの交通費など)のために必要なもの

※生活扶助は、第一類(個人単位で、消費する飲食費、被服費など)と第二類費(光熱費、家具什器費など世帯全体での共通費)、各種加算、期末一時扶助などで構成されている。

	教育扶助
	金銭
	· 義務教育(小中学校)の修学に必要なもの

※塾、お稽古ごと、幼稚園や高等学校修学費用は対象外

	住宅扶助
	金銭
	· 住居と住居の補修など住宅の維持に必要なもの

· 被保護者が借家、借地などに住んでいる場合は、居住地別に定められた基準内での家賃、地代などの実費が給付される。


	医療扶助
	現物
	· 疾病の治療(診察・薬剤・治療材料・手術など医学的処置)に必要なもの

· 居宅における療養上の管理､療養に伴う世話、その他の看護､移送を含む。

· 針灸、按摩、柔道の整復も認められている。

· 医療扶助による治療は、被保護者に医療券が発行され、治療は指定機関に委託し行われる

	出産扶助
	金銭
	· 分娩の介助、分娩前後の処置、分娩に必要な衛生材料費

· 病院や助産所で分娩する場合には、入院に必要な費用も認められている。

	生業扶助
	金銭
	◇生業に必要な資金、器具、生業に必要な技能の修得、就労の為に必要なもの

	葬祭扶助
	金銭
	◇被保護者が死亡した場合に、その検案、死体の運搬、火葬又は埋葬、納骨その他葬祭に必要なもの

	介護扶助
	現物
	· 介護保険法の第１、２号被保険者であって、要介護、要支援者、さらに、４０～６５歳未満の医療保険に未加入のため被保険者になれない要保護者で、要介護、要支援の者が対象

· 介護保険の給付が行われている場合には、自己負担分が給付対象となる。


· 支給方法は原則であり、逆の方法も場合によっては可能である。

· 生活扶助、教育扶助、住宅扶助は、基本的に一ヶ月分の前払いが原則である。

	加算

	妊産婦加算
	妊婦および産後６ヶ月までの産婦に対する栄養補給

	老齢加算
	高齢者(原則として７０歳以上)

	母子加算
	母子(父子)世帯で児童を養育している者

	障害者加算
	身体障害者手帳１～３級、精神障害者保健福祉手帳１～２級所持者もしくは、国民年金法１～２級の障害者

	在宅患者加算
	在宅の傷病者で栄養補給を必要とするもの

	放射線障害者加算
	原子爆弾被爆者でそのことに起因する負傷又は傷病を有する者

	児童養育加算
	児童手当支給該当者、義務教育修学前までの教育にあたる者

	介護保険料加算
	介護保険の第１号被保険者で、普通徴収の方法によって保険料を納入している者（保険料の実費）

	介護施設入所加算
	介護施設入所者の特別需要に対応する


· 加算は重複調整が行われる場合がある。

· 母子・障害者・老齢加算について同一の者が２つ以上の加算に該当する場合には、最も高い加算額を算定する。
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	◆市役所や福祉総合センターなどにある生活保護相談窓口に行き、生活に困っていることを伝えます。
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	◆相談担当者により面接相談が行われます。この段階で現在の収入や資産の状況などをお聞きし、他の制度の説明したり、今後の生活をどうしていったらいいか、一緒に考えていきます。
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	◆生活保護を申請する他に方法がないと判断されたときには、保護の申請をしていただくことになります。
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	◆申請に基づいて、ケースワーカーが世帯の収入や資産、扶養義務者から援助が受けられるかどうかなどを調査します。この時点で第一回目の家庭訪問が行われます。
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	◆調査に基づいて、申請した方に保護が必要かどうかの判定を行います。
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	◆判定の結果、「生活保護を適用する必要がある」と判定されたときに、福祉事務所で生活保護の適用を決定します。要否判定の結果、「保護は必要ない」という判定となったときは、申請却下の決定が行われます。
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	◆担当するケースワーカーが決まり、申請時の調査を担当したケースワーカーと相談しながら援助計画を立てていきます。（申請時と実際に担当するケースワーカーが同じ場合もあります）
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	◆生活保護が決定されると、通常は窓口に来所するよう指示され、その場で第一回目の保護費が渡されます。また、保護を受けているあいだに守っていただくこと、受けられるサービスなどの説明が行われます。
◆保護受給中は定期的に担当のケースワーカーが家庭訪問し、相談に乗ったり、世帯に必要な指導や指示を行います。

	


	
	



































